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　コンピューティングリソースを外部サービスから調達し、月額料金で利用するクラウドサービスを

基盤に業務システムを構築、運用する企業が増えています。

　一方、業務システムやデータを外部に設置、保管することへの懸念から、クラウドサービスの

導入に二の足を踏んでいる企業も少なくありません。それでも、クラウドサービスによって多くの

メリットを享受している企業が増えているのも事実です。このレポートでは、ユーザー企業が

回答したアンケート結果から、現在のクラウドサービスの実態について明らかにしていきます。
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企業のクラウド導入に関する意識調査

経営者・役員

50.0

情報システム
担当の会社員
（正社員）

50.0

（％）

サンプル構成

●調査目的
クラウド製品の導入に対する意識
調査を実施することでクラウド導入
で障壁となっているポイントを明ら
かにする。

●調査概要
従業員300人以上規模の経営層
300人と情シス300人にネットアン
ケートを実施

●分析内容
・企業におけるクラウド導入状況
の実態

・経営層と情シスでのクラウドに
対する意識の違い

あなたの現在のご職業（雇用形態）をお知らせください。

あなたのご職業である企業・団体の業種を教えてください。

農林業・鉱業
0.3

不動産
1.7

教育
2.0

電気・ガス・
熱供給・水道
1.3

電気・ガス・
熱供給・水道
0.3

商社
3.0

金融・
保険・証券
5.7

調査・広告・放送・
メディア・出版・ラジオ
1.7

調査・広告・放送・
メディア・出版・ラジオ
0.7

運輸・郵便
6.0

小売・飲食
6.0

小売・飲食
2.3

建設業
6.0

機械製造・
材料系製造業
（その他機械、
化学・金属など）
10.7

機械製造・材料系製造業
（その他機械、化学・金属など）
8.7

食品、繊維
（その他製造業など）
4.7

食品、繊維
（その他製造業など）
2.7

通信事業者
（キャリア・ＩＳＰなど）
1.3

通信事業者
（キャリア・ＩＳＰなど）
3.3

輸送用機械器具製造業
（自動車など）
4.7

輸送用機械器具
製造業
（自動車など）
2.7

情報通信電気
（IT製品製造、ITベンダーなど）
4.3

その他の
サービス業

17.7

医療・福祉・病院
6.0

その他
11.7

経営層

中央官庁・
地方公共団体
0.7

中央官庁・
地方公共団体
0.3

情報サービス業
（ＩＴ関連製品販売・リセラー、
システムインテグレーター、ＩＴコンサルなど）
4.7

情報システム担当

その他
4.3

情報サービス業
（ＩＴ関連製品販売・リセラー、
システムインテグレーター、
ＩＴコンサルなど）

22.3

建設業
1.3

情報通信電気
（IT製品製造、
ITベンダーなど）
26.3

金融・
保険・証券

8.0

その他の
サービス業

7.3

商社
4.0

運輸・郵便
1.7
運輸・郵便
1.7

医療・福祉・病院
2.0

不動産
1.0

教育
0.7

（％） （％）
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あなたは下記の用語が示すサービス内容についてどのくらいご存知ですか？Q

クラウド
（クラウドサービス、クラウドコンピューティング）

パブリッククラウド

プライベートクラウド

ＳａａＳ

ＤａａＳ

ＰａａＳ

ＩａａＳ

41.3 46.0 12.7

23.0 30.3 46.7

24.3 27.3 48.3

14.0 19.3 66.7

11.0

11.0

14.0 75.0

12.3 13.3 74.3

74.314.7

「クラウドコンピューティング」は、経営層・情報システム部門双方とも85％を超える認知度となっており、もはや一般的な概念として広く

浸透している状況にあると言えます。ただし、「SaaS」や「IaaS」などクラウドの提供形態に関する認識はかい離している部分もあるため、

社内で検討する際には経営層への丁寧な説明が必要になってきます。

経営層

（％）

クラウド
（クラウドサービス、クラウドコンピューティング）

パブリッククラウド

プライベートクラウド

ＳａａＳ

ＤａａＳ

ＰａａＳ

ＩａａＳ

（％）
■ 聞いたことがあり、内容も良く知っている　　■ 聞いたことがあり、内容もなんとなく知っている　　■ 聞いたことがない

55.3 39.3 5.3

45.0 34.7 20.3

45.3 34.0 20.7

37.7 23.7

25.7 30.7 43.7

29.3 34.0 36.7

32.0 31.7 36.3

85％

85％
情報システム担当

■ 聞いたことがあり、内容も良く知っている　　■ 聞いたことがあり、内容もなんとなく知っている　　■ 聞いたことがない

38.7
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お勤めの企業における、現在のクラウドの利用状況はどのような状況ですか？Q

1度でもクラウドを選択肢として考えたことのある人の割合が80％に迫ることから、クラウドに対する認知度は高い状況にあります。しかし

ながら、全社規模で利用しているのは3割未満の状況です。調査データを見ても、クラウド利用は今後も増えていくことが予測されていますが、

まだ利用を躊躇している方も少なくないのが実情です。

（％）

経営層 （N=262）

※クラウド認知者に質問

現在、
全社的に
利用している

20.6

導入・利用に
向けた検討を
行っていない

22.9

現在、
一部の事業所
または部門で
利用している

25.6
現在まだ
利用していないが、
導入・利用を
検討している

16.8
現在、一部の事業所
または部門で試験利用している

7.6

導入・利用に向けた
検討は行ったが、
当面は導入しない
ことになった

4.2

導入・利用に向けた
検討は行ったが、
自社では導入しない
ことになった

2.3

（％）

現在、
全社的に
利用している

25.7

導入・利用に
向けた検討を
行っていない

19.4

現在、
一部の事業所
または部門で
利用している

29.9現在まだ
利用していないが、
導入・利用を
検討している

10.6
現在、一部の事業所
または部門で試験利用している

9.5

導入・利用に向けた
検討は行ったが、
当面は導入しない
ことになった

2.5

導入・利用に向けた
検討は行ったが、
自社では導入しない
ことになった

2.5

情報システム担当 （N=284）

出典 ： ITR「ITR Market View ： クラウド・コンピューティング市場2017」PaaS市場規模推移および予測（2014～2020年度・売上金額）

80％ 80％
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【国内PaaS市場規模推移および予測（2014～2020年度・売上金額）】

（年度）
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2014

237

2015

413

2016

725

2017

1,136

2018

1,576

2019

2,093

2020

2,548
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お勤めの企業で、利用または検討している（した）クラウドサービスは何ですか？
当てはまるものをそれぞれひとつ選んでください。

Q

経営層 （N=202）

※利用中、試験導入中、検討中の方々に質問

■ 利用している　　■ 現在検討中である　　■ 過去に検討したことがある　　■ 利用も検討もしていない

グループウェア（スケジューラ、電子会議室、ポータル、掲示板）

電子メールアプリケーション

デスクトップアプリケ―ション（文書作成、表計算）

セキュリティ対策

企業ウェブサイト

財務・経理

人事管理

営業支援、顧客管理

ＴＶ会議、Ｗｅｂ会議

受発注システム
データストレージ

（サイズの大きなマルチメディアデータ、重要なファイルのバックアップ）

イーラーニング（ｅ-ｌｅａｒｎｉｎｇ）

在庫管理

仮想サーバー環境

電子データ交換（ＥＤＩ）

社内ブログ、社内ＳＮＳ

プロジェクトマネジメント

内部統制・ガバナンス

製造支援

チャット

ＢＩツール

その他

52.5
52.5 21.3 6.9 19.3

40.1 24.3 5.4 30.2
39.6 22.8 5.9 31.7
39.1 7.421.3 32.2
37.1 23.3 10.4 29.2

34.2 26.7 9.9 26.7
32.7 31.7 71.68.9
31.2 21.3 9.9 37.6
30.2 25.7 7.9 36.1
30.2 9.926.2 33.7
28.2 23.8 6.4 41.6
26.7 22.8 7.9 42.6

21.8 10.9 43.623.8
22.3 20.8 7.4 49.5
21.3 6.419.8 52.5
19.8 22.3 10.4 47.5
19.3 8.924.3 47.5

53.516.3 22.3 7.9
15.8 16.3 6.9 60.9
14.9 22.3 8.4 54.5

66.7 33.3

23.3 6.4 17.8

（％）

情報システム部門の調査結果は P.7 に記載

50％
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52.4 18.3 8.3 21.0
51.1 20.1 5.7 23.1

40.6 17.0 9.6 32.8
39.3 17.5 7.4 35.8
38.4 17.5 9.2 34.9
36.2 18.3 8.3 37.1
36.2 17.5 8.3 38.0
34.9 19.7 10.0 35.4
34.5 17.0 7.0 41.5
33.2 21.0 8.7 37.1
31.9 20.5 7.0 40.6
31.0 19.7 6.6 42.8

26.2 18.8 5.7 49.3
21.8 16.2 7.4 54.6
21.4 20.1 7.9 50.7
21.4 17.0 6.6 55.0
21.0 20.5 6.1 52.4
20.1 20.5 7.9 51.5
17.9 20.1 6.6 55.5
17.5 17.0 3.9 61.6
16.6 19.2 9.6 54.6

100.0

お勤めの企業で、利用または検討している（した）クラウドサービスは何ですか？
当てはまるものをそれぞれひとつ選んでください。

Q

「グループウェア」や「電子メール」などコミュニケーション系のクラウドサービス利用率が50％を超えています。スケジュールを確認する

グループウェアや顧客とのやり取りに不可欠な電子メールは、外出先でも確認する必要があるため、社内に環境があるよりも外部に環境を

準備しておく方が都合のいい面もあります。コミュニケーション系の業務はクラウドサービス化しやすい領域であると言えます。

※利用中、試験導入中、検討中の方々に質問

■ 利用している　　■ 現在検討中である　　■ 過去に検討したことがある　　■ 利用も検討もしていない

グループウェア（スケジューラ、電子会議室、ポータル、掲示板）

電子メールアプリケーション

イーラーニング（ｅ-ｌｅａｒｎｉｎｇ）

企業ウェブサイト

仮想サーバー環境

ＴＶ会議、Ｗｅｂ会議

デスクトップアプリケ―ション（文書作成、表計算）

人事管理

営業支援、顧客管理

セキュリティ対策

財務・経理

受発注システム

電子データ交換（ＥＤＩ）

社内ブログ、社内ＳＮＳ

チャット

在庫管理

プロジェクトマネジメント

内部統制・ガバナンス

製造支援

ＢＩツール

その他

（％）

情報システム担当 （N=229）

データストレージ
（サイズの大きなマルチメディアデータ、重要なファイルのバックアップ）

50％

クラウドの利用状況と導入検討製品第2章
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お勤めの企業のシステムをクラウド化する場合、どのような事が不安ですか。
当てはまるものを１個以上選んでください。

Q

クラウド化する際に多くの方が抱える不安は「情報漏えい、セキュリティのリスク」です。自社の情報資産のサーバー管理を外部委託する

ことでの心理的なリスクが不安に感じているユーザーが多いことが表れています。クラウドを検討する際にはセキュリティ対策の視点で精査

していくことが大切になってきます。

※クラウド認知者に質問

情
報
漏
え
い
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク

サ
ポ
ー
ト
体
制

運
用
費
用
の
増
加

障
害
発
生
時
の
切
り
分
け
が
適
切
に
で
き
る
か

安
定
運
用（
可
用
性
の
高
さ
）

適
切
な
運
用
管
理
の
継
続

災
害
対
策
・
事
業
継
続
に
関
す
る
リ
ス
ク

提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性

初
期
費
用
の
増
加（
既
存
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
移
行
コ
ス
ト
含
む
）

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性

利
用
停
止
・
再
開
に
伴
う
手
続
き
の
煩
雑
さ

仮
想
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
答
速
度

導
入
効
果
が
見
え
な
い（
見
え
づ
ら
い
）

社
内
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い（
得
づ
ら
い
）

人
件
費
の
増
加（
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
学
習
コ
ス
ト
の
増
加
な
ど
）

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
発
生

利
便
性
の
低
下

コ
ア
業
務
へ
の
影
響

そ
の
他

（％）

71.6 71.5

1.5
3.93.0

5.3
3.42.5

5.3
2.5

5.3
6.75.7

8.58.3

19.0

9.18.89.810.211.4
14.4

11.7

8.1

11.7
13.7

21.1

17.4

28.9

23.5
26.1

27.8

26.9

0.7

■ 経営層 （N=264）　　■ 情報システム担当 （N=284）

26.8

14.8
12.7

11.0

クラウドに対する不安と導入障壁第3章
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クラウドの導入で障壁になっている（いた）こと、または、検討しない理由は何ですか？
当てはまるものを１個以上選んでください。

Q

不安同様、導入障壁についても「情報漏えい、セキュリティのリスクが高い」と多くの人が回答しています。また「安定運用できるか

どうか」、「サポート体制が十分か」、「障害時の切り分けは大丈夫か」といった、クラウドの信頼性に関して懐疑的な経営層も

少なくありません。クラウド運用での信頼性をどう担保するのかについてしっかり理解を進めていくことが重要です。

情
報
漏
え
い
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
が
高
い

自
社
に
必
要
と
感
じ
な
い

運
用
費
用
が
高
い

安
定
運
用
で
き
る
か（
可
用
性
の
高
さ
）の
信
頼
性
が
不
十
分

自
社
に「
ク
ラ
ウ
ド
」に
関
す
る
利
用
ポ
リ
シ
ー
が
確
立
し
て
い
な
い

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
不
十
分

障
害
発
生
時
の
切
り
分
け
が
適
切
に
で
き
る
か
の
信
頼
性
が
不
十
分

適
切
に
運
用
管
理
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

災
害
対
策
・
事
業
継
続
に
関
す
る
リ
ス
ク

仮
想
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
答
速
度
が
不
十
分

導
入
効
果
が
見
え
な
い（
見
え
づ
ら
い
）

初
期
費
用
が
高
い（
既
存
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
移
行
コ
ス
ト
含
む
）

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
が
不
十
分
、既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が
難
し
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
元
の
導
入
実
績
に
不
安
が
あ
る

利
用
停
止
・
再
開
に
伴
う
手
続
き
の
煩
雑
さ

提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性

人
件
費
の
増
加（
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
学
習
コ
ス
ト
の
増
加
な
ど
）

利
便
性
の
低
下

社
内
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い（
得
づ
ら
い
）

経
営
層
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い（
得
づ
ら
い
）

コ
ア
業
務
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
大
き
い

そ
の
他

※試験導入中、検討中、導入しなかった方々に質問

（％）

■ 経営層 （N=77）　　■ 情報システム担当 （N=69）

5.8

1.3
2.9

1.3

5.8

1.3

4.3

0.0
1.31.3

0.0

2.6

0.0

2.6

5.8
3.94.3

5.2

2.9

6.5

11.6

7.8

1.4

7.8

1.4

9.1

11.6

9.1

11.7
8.7

15.615.616.9

23.2

28.6

2.6

42.9 43.5

2.9

13.0

！

13.0

！
！

4.3

11.6

5.84.3

11.6

5.8
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お勤め先でクラウドについて導入・検討する場合サービスの提供元の企業に求めるものは何ですか？
当てはまるものをいくつでも選んでください。

Q

「開発技術や知識の幅広さ」「サポート体制の手厚さ」「わかりやすい料金体系」など、経営層・情報システム部門で双方求めている

ものに変わりはありません。ただし、サービスの実績を確認する際に重要な指標となる「提供サービスのシェア」や「企業の知名度」

については、情報システム部門ほど経営層は求めていないようです。

※クラウド認知者に質問

開
発
技
術
や
知
識
の
幅
広
さ

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
手
厚
さ

わ
か
り
や
す
い
料
金
体
系

事
業
継
続
性

業
績

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ェ
ア

会
社
規
模

多
言
語
対
応
、グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

企
業
の
知
名
度

そ
の
他

（％）

■ 経営層 （N=262）　　■ 情報システム担当 （N=284）

2.52.3

12.0
7.7

9.9

7.4

10.3

26.8

19.0

22.5

31.331.7

41.5

36.3

47.9

52.7
55.355.3

！

！14.9

9.29.2

14.9

クラウド提供企業に求めること第4章
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お勤めの企業のシステムをクラウド化する場合、どのような事が実現できると期待されていますか。
当てはまるものを１個以上選んでください。

Q

「セキュリティの強化」「利便性の向上」などは双方期待値が高い部分ですが、「運用費用の削減」「災害対策、事業継続性」

「安定運用、可用性が高くなる」「いつでも利用停止」といった具体的な運用メリットに期待を寄せる情報システム部門に対し、

経営層は「業務効率の向上」といった一般的な観点での期待が大きく、期待値のかい離があります。双方の期待に応えられるか

どうかニーズを理解したうえで導入を進めていくべきです。

※クラウド認知者に質問

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

利
便
性
の
向
上

運
用
費
用
の
削
減

業
務
効
率
の
向
上

初
期
費
用
の
削
減

災
害
対
策
、事
業
継
続

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
の
高
さ

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用

人
件
費
の
削
減

安
定
運
用
、可
用
性
が
高
く
な
る（
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
）

運
用
管
理
体
制
の
強
化

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

社
内
の
シ
ス
テ
ム
部
門
へ
の
理
解
向
上

障
害
発
生
時
の
対
応
の
ス
ム
ー
ズ
化（
切
り
分
け
ス
ピ
ー
ド
向
上
）

営
業
利
益
の
向
上

コ
ア
業
務
へ
の
集
中
、迅
速
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
確
保

ラ
イ
セ
ン
ス
管
理
が
楽
に
な
る

仮
想
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
反
応
速
度
の
向
上

い
つ
で
も
利
用
停
止
で
き
る

そ
の
他

（％）

■ 経営層 （N=264）　　■ 情報システム担当 （N=284）

1.81.9

10.2
8.8

4.5

8.8

4.95.65.7
4.6

6.16.06.8
5.3

7.2
6.0

8.3
6.3

8.7

21.8

15.5
14.0

15.2

24.6

20.1

34.5
30.3

25.4

29.9

53.2

41.2
45.5

45.5

15.5

！

！

！
！

40.540.5

！

全社の情報基盤であるグループウェアは事業継承のためにも重要な
ツールで、BCP対策を兼ねたバックアップやセキュリティ面からもクラウド
サービスを積極的に取り入れていくべきだと考えました。初期費用や
構築期間もゼロで素早く運用をスタートできますし、日々のシステム運用
負担がなく常に最新バージョンを利用できるメリットを考えると、コスト
メリットも大きく、クラウド選択以外は考えられませんでした。

700ユーザーで
クラウドグループウェア導入
情報センターセンター長

40.5

14.4

24.6

9.5

3.43.4

9.5

24.6

14.4

40.5

クラウド導入社の声

クラウドへの期待と決め手第5章
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クラウドを導入または検討する際の、決め手となった点は何ですか？
当てはまるものを１個以上選んでください。

Q

導入の決め手は「利便性の向上」「セキュリティの強化」「運用費用の削減」が双方とも大きな割合を占めますが、セキュリティの

強化は情報システム部門が考える以上に経営層が期待しているポイントと言えます。「システムの拡張性」などはクラウドならではの

メリットですが経営層の決め手とはなりにくく、「初期費用の削減」や「業務効率の向上」などコストや生産性に関する情報が導入

の後押しには欠かせません。

※利用中（一部、試験利用含む）の方々に質問

利
便
性
の
向
上

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

運
用
費
用
の
削
減

初
期
費
用
の
削
減

業
務
効
率
の
向
上

災
害
対
策
、事
業
継
続

提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性

営
業
利
益
の
向
上

安
定
運
用
、可
用
性
が
高
く
な
る（
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
）

運
用
管
理
体
制
の
強
化

人
件
費
の
削
減

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
の
高
さ

仮
想
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
反
応
速
度
の
向
上

ラ
イ
セ
ン
ス
管
理
が
楽
に
な
る

障
害
発
生
時
の
対
応
の
ス
ム
ー
ズ
化（
切
り
分
け
ス
ピ
ー
ド
向
上
）

い
つ
で
も
利
用
停
止
で
き
る

コ
ア
業
務
へ
の
集
中
、迅
速
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
確
保

社
内
の
シ
ス
テ
ム
部
門
へ
の
理
解
向
上

そ
の
他

（％）

■ 経営層 （N=141）　　■ 情報システム担当 （N=185）

3.8
2.1

6.5

2.8
3.8

2.82.2
1.1

2.8

4.9

2.82.8

12.4
10.3

7.1

4.9

7.17.6
5.9

9.2

12.4

9.2

4.9

9.28.6
9.9

12.4
14.2

15.7

21.1

27.7

44.3
40.4

44.0

48.2

22.7

7.8

3.2 2.8

！

38.4

！

31.931.9

6.46.4

クラウドへの期待と決め手第5章
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　クラウドサービスは自社でコンピューティングリソースを持たずにさまざまな

業務システムが構築、利用できる仕組みとして、多くの企業で導入が進められ

ています。今回の調査では、セキュリティに対する懸念が大きな導入障壁に

なっていることが明らかになっていますが、逆に導入におけるセキュリティ強化

への期待の声も数多く寄せられています。この結果から、ユーザー企業はクラ

ウドサービスを検討時には、まず自社のセキュリティポリシーを策定し、クラウド

のメリットを十分享受できるよう、検討してみることをお勧めします。

　利便性の向上や運用費用の削減、業務効率の向上など、導入することで

多くのメリットが期待されるクラウドサービス。情報システム部門からすると、自分

たちの仕事が奪われてしまうのではと危機感を持っている方もいるかもしれま

せん。しかし今、情報システム部門に求められているのは、システムの保守を

行うだけの役割ではありません。営業や総務など各現場の業務効率化を達成

すべく、現場と一緒になって業務改善に取り組むことが今後ますます求めら

れてくるはずです。そのためにも、クラウドサービス導入によって運用の負担を

減らし、現場の業務改善に取り組むための時間が確保できるよう、クラウド

サービスをうまく利用してみてはいかがでしょうか。

13
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導入が進んでいるクラウドサービスですが、
専門家の視点からはどのように日本のクラウド市場を見ているのでしょうか。
株式会社アイ・ティ・アール 取締役でリサーチ統括ディレクター、
プリンシパル・アナリストの金谷 敏尊氏に、クラウド市場の動向について伺いました。

■クラウドコンピューティングの
　市場

　「クラウドコンピューティング技術を活用し

たクラウドサービスは、アーリーアダプターが

活用するフェーズは過ぎさり、多くの企業が

利用する普及期にあります。すでに市場規

模は大きくなっていますが、今後数年間でも

高い成長率を堅持し、2020年まではIaaS

市場、PaaS市場および一部のSaaS市場

は二桁の年平均成長率となる見込み」と

ITRでは予測しています。

　そんなクラウドサービスの中でも、多くの企

業が利用しているのはどのような領域のサー

ビスなのでしょうか。金谷氏は「フロントオ

フィス系やコミュニケーション系の業務におい

ては、クラウドサービスの利用率が高いとい

うのが我々の調査でも明らか」と語ります。

特にメールやスケジュールなどは外部から利

用する機会が多く、必ずしも企業の内部に

置いてシステムやデータを秘匿しなければな

らないというものではありません。「業界特化

型のシステムと異なり、コミュニケーション系

などは汎用的なシステムといえます。電気や水

道と同じような感覚で、今後もクラウド比率は

高まっていくことでしょう」と分析します。

■クラウドコストをどう見るのか

　クラウド活用においては、当然その費用が

関心の的になりやすいものです。コストに関

しては、どのレイヤーで見るのかによって変

わってくると金谷氏は見ています。「IaaSな

どは非常に安価なものもあれば、オンプレと

さほど変わらない価格のSaaSもあります。

一概に高い、安いとは言い切れない。重要な

のは、本当の意味でのトータルコストで比べ

ることです。例えばリソース不足時に自動的

にスケールアウトすることでシステムダウン

を回避するといった、クラウド的な機能をオン

プレミスで実装すると大変な作業でリスクも

大きい。」と指摘します。また、システムは数

年おきにメジャーバージョンアップや大規模

改修などが行われるのが通例ですが、SaaS

であればそのオーバーヘッドのコストは不要

です。システムのライフサイクルも十分考慮

したうえで、トータルコストを考える必要があり

ます。「IT基盤は、先行投資というより、現行

のビジネスを運営するうえですでに必須の

ものです。多額のキャッシュアウトを生じさ

せずに経費化および変動費化できるサブス

クリプションモデルは会計的にも有利です。

大半の企業にとってシステムメンテナンス

対応はコアビジネスではないはずです。リ

ソースの選択と集中が避けられない今の時

代にあって、競争優位につながらない領域

は外部に出すということを検討していくべき

です。」と金谷氏は説明します。

■外資、国産の垣根

　日本では外資のクラウド事業者が幅広く

サービスを展開していますが、国産のクラウド

サービスとの違いは“柔軟性”。クラウドサー

ビスは、請負契約とも準委任契約とも違い、

契約内容や条件、課金形式などそれぞれの

条件をサービス契約として締結する例が多

いです。この契約に関して、日本だけ特別視

できない外資のサービスでは融通を利かせ

づらい事情があるようです。「もちろん日本市

場を重視している外資系サービスは多くあ

りますが、サービルレベルや特別な条件へ

の対応といった柔軟性は国産のほうにアド

バンテージがあります。逆に、海外に進出す

る企業の場合、グローバルITの視点から標

準化を推進するモチベーションが働くため、

グローバルに強いサービスを選択していく

ことになります。」と金谷氏は語ります。

金谷 敏尊氏
株式会社アイ・ティ・アール 取締役 ／ リサーチ統括ディレクター ／ プリンシパル・アナリスト
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■クラウドの抵抗勢力

　導入が進んでいる現在にあっても、クラ

ウドに対して抵抗感を持つ人は少なくありま

せん。大きな要因に、セキュリティへの懸念

があると金谷氏は説きます。「自己防衛を目

的とするセキュリティ対策と、法的なレギュ

レーション対応の側面がありますが、後者の

方が影響力は大きい。例えば金融機関など

がクラウドサービスの活用に踏み切るケー

スが出始めていますが、これは規制緩和や

金融庁など監督官庁の方針によるところが

大きい。」と指摘します。

　また、クラウドサービスに限らず、その他

アウトソーシングを検討する際と同様に、人

材の配置転換が進まないことも一因だと金

谷氏。「クラウドでカバーされる領域で活躍

してきた人材の配置転換がうまく進まないと

いった、人事施策での難易度が高い」と分

析します。さらに、日本では情報システム子会

社が現在のクラウドサービスと競合すること

もあり、クラウドへの移行が利益相反する

ケースもあると金谷氏は見ています。

■導入を進めるための要件

　心理的な側面も含めて、セキュリティがク

ラウド導入における最大の障壁になっている

ことは間違いありませんが、クラウドに預ける

ことでセキュリティリスクが高まると考えるの

は乱暴だと金谷氏は指摘します。「今求められ

ているセキュリティ要件を社内の人材と技術

力だけでカバーするのは非常に困難です。

確かに、外部にデータを置く、データ所在地

が不明、といった点が不安要素に挙げられ

るのはもっともですが、一方で高度な技術

知識を持ち、外部脅威を常に分析して適時

対策を講じているという点では、ベンダーに

アドバンテージがあります。突き詰めて考え

ると、従来よりも専門化、高度化が求められ

ているセキュリティに対して、社内だけで対

策していくことの妥当性が、多くの企業のIT

部門において問われています」と金谷氏。

　大前提として、「クラウドの利用可否に関

わらず、セキュリティに関わる規定、ガイドラ

イン、プロシージャーなどをしっかりと策定

し、運用することが求められます」。しかも、そ

れは逐次アップデートされており、かつ定着し

ている状態で現場に浸透されていることが

重要だと言います。「それらの前提があって

はじめて外部活用の方針があり、クラウドが

自社のポリシーに適しているのかが判断で

きるようになります」と金谷氏。一方で、セ

キュリティポリシーが万全の企業は存在して

いないのも事実で、事業におけるプライオリ

ティを見極めたうえで、一部裁量は認めなが

らも効果的な対策が必要になってくるのが

現実的です。「そのためにも、導入を検討し

ているクラウド事業者がどこまでカバーして

いるのかを理解したうえで、クラウドへ出して

いくことが必要」と金谷氏。例えばIaaS上で

自社で開発したWebアプリケーションを動かす

場合、アプリケーションの脆弱性がコード上

に存在することは事業者側の責任範疇外で

あり、発注元が脆弱性テストなどを通じて対策

しなければなりません。クラウド上だから万全と

考えずに、きちんとカバー範囲を理解しておく

必要があると金谷氏は警鐘を鳴らします。

■グループウェアのクラウド化

　最後に、SaaSをはじめとしたクラウドサー

ビスとオンプレミスでのシステム構築の割合の

見通しについては、「グループウェアを中心

としたコミュニケーション系やフロントオフィス

系は汎用機能の代表格であり、クラウド化は

増加の一途をたどるでしょう。90年代にアウ

トソーシングの手法が導入されたときにも、

セキュリティに関する懸念が話題になりまし

たが、現実的には時代の流れに逆らうこと

はできません。長い目で見れば、クラウドの

ほうが確実に比率を高めていくのは間違い

ないでしょう」と金谷氏は語っています。
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